
スカシユ リの二度切り栽培と球根の利用法       ・
  t

l            (園 試高冷地開発センター、野菜花き部)

1`背 景とおらい

本県のスカシュ リの切り花生産は秋出しの抑制作型を中心に産地が形成されているが、地

域によっては種苗費の軽減やハウスの効率的回転を目的として据置の季咲き作型と組合せた

三度切りを実施している例がある。 しかし、抑制作型の品程、栽培条件などにより季咲き作

製の生産が不安定になることも見受けられる。そこで、抑制作型から季咲き作型までの一貫

した技術が求められているため、作型別球根サイズと品質の関係、切り下球根の肥大方法や

利用法を検討したところ、成果が得られたので参考に供する。

2.技 術の内容

1)ス カシユ リの三度切り (抑制■季咲き)裁 培において抑制作型と抑制作型収穫後の季咲

き作型が引き続いて成 り立つ球根サイズの最小基準は、品種別に以下のとおりである。

品種 抑制作型の
球根サイズ (球周) 周

の
球

型
く

作
ズ

き

イ
咲
サ

季
根球

↓

モンテローサ
'、
 エローシ

'ャ
イアント 10～ 1 2cm 8～ 1 0cm

メントン 1 2 ～ 1  4 c m 8～ 1 0cm

サンセール 10～ 1 2cm 10～ 1 2cm

モントルー、 夕
'ラ

ンハ
・
ラテ|ィツ

ホ
・
リアナ、 ローマ

1 2 ～ 1  4 c m 10～ 12c冊

2)そ の場合、抑制作型において切り下室長を5～ 8鋼 程度残 して収積すると、切 り下球の

肥大が良好となり、上記の季咲き作型の球根サイズを確保できる。

3)三 度切り後の切り下球根の再利用法

季咲き後の切下球を露地固場に植えかえてヽ4か 月程度養成することにより、再度季咲

き栽培に利用できる球根が得られる。その場合、切 り下室長が29cm程度残っていると球根

肥大が向上する。また、養成期間を 1年間 (翌年の秋まで)と すると、李咲き裁者のほか、

抑制作型にも利用可能なサイズの球根が得られる。

4)抑 制裁培での生育が悪く、切り下室長が確保されなかったり、残つた葉数が少ない場合

には球根の肥大が悪いため、据置による季咲き栽培での切花品質や採花率が低下する。そ

の場合は植えかえるか、そのまま据え置いて翌年球根養成することで大球が得られる。

、3.指 導上の留意事墳

1)品 程により異なるが、大球になりすぎても花替数過剰となり品質が低下するので、定植

時た逮力町し、れ用しないょうたす名古(グランパラディウの抑前栽培で↓ま森由26品以上

の球根)         |
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2)県 北高冷池帯における季咲き栽培では、室長が 3～ 8 cmの間の花房分化から離すい形成
1期にかけての低温障害に注意する。冬期間はハ ウスを開放 して管理 し、春に茎が伸びは じ

めたらべたがけ資材等を活用 して低温を回避する。

3)球 根を長 く利用するため、病害虫防除の徹底を図 り、随時ウイルス リ病株の抜取 りを行

う。

4.試 験成績概要

表 1 三 度切り作型の球根サイズと品質評価 (平成3年～5年)

抑制作型   _!1 抑 制作型

品程 定 植時球周 花奮数 2花以上割合 評価1)球 周 球重

(cm)  (花 )  (%)     (cm)(g)

奪 暖 き作 型

花奮数 2花 以上割合 評価1

(花)  (%)

エローシ
'ャ

イ  12～14    4.4

アント     10～12    5,5

1 0 0

1 0 0

9 . 4

9 , 7

15

18

4 . 0

5 。9

1 0 0

1 0 0

◎

◎

◎
　
◎

モントル‐ 1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 5 . 4

13.5

9 . 1

8 1 7

8 . 7

1 . 7

1 0 0

1 0 0

6 5

1 8～1 8     5。6

1 4～1 6    5 , 4

1 2～1 4    7 , 7

◎
　
◎

◎

48

31

14

◎

◎

○～△

ホ
・
リアナ    12-14    5.6 100 G》  10.0  21 4,0 100 ◎

ローマ 12～ 14   8.3 100 11.8   29 2古6 100 O～ ◎

来切り下室長 :5～ 7 cm

評価1): 品質評価 ◎ ;品質良 、O;出 荷可能 (2花程度)、△;品質やや不長 、X;品質不良

表 2 抑 制作型後の球根肥大方法と切 り下球の大きさ (平成5年)

◎

抑制後   抑 制作型

品 程   球 肥大   定 植時球周

方法 (cm)

処理方法

長さ  葉 数

(cm) (葉 )

切り下球の大きさ3)

球周   球 量

(cm)      (g)

モントルー 切 り下室長   12～ 14

未収穫放任2) 12～ 14

ホ
°
リアナ 切 り下茎長

未収穫放任

ローマ  切 り下室長

未収穫放任

1 2 ～1 4

1 2 - 1 4

1 4 ～1 6

1 4～1 6

8

67

7

79

16

105

9 . 3

137.0

8 , 1

96.2

15,9

189.2

1 0 。7

1 1 , 1

1 1 . 8

1 2 . 7

1 1 . 9

1 3 . 3

2 1

2 5

3 0

3 2

2 3

3 5

未収穫放任2):未 収穫で摘雷もしない処理方法、 切 り下球の大きさ3):調 査日;12月13日
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